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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】上主体部及び下主体部を備える分離式の両面用 
座布団を提供する。
【解決手段】座布団の上主体部１及び下主体部３を備え 
、座布団の上主体部の周囲には、座布団の下主体部の周 
囲を着脱可能に包む連結布２が設けられており、座布団 
の上主体部は、素材が異なる正面と裏面とを有し、正面 
と裏面のいずれもを上向きに設けられており、座布団の 
上主体部と下主体部とを連結布で固定する。シンプルな 
構造で使用が簡便で、季節や個人の好みに応じて座布団 
の使用面を選択することができ、かつ、使用時には、座 
布団の上主体部の下方に下主体部が設けられているため 
、座布団の上主体部の底面が直接床面に接触することを 
回避し、埃による汚染を防止することができ、二層の座 
布団のデザインで座布団全体の高さを高くすることがで 
き、より快適性が良い。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全6頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 座 布 団 の 上 主 体 部 （ １ ） 及 び 座 布 団 の 下 主 体 部 （ ３ ） を 備 え 、
　 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 （ １ ） の 周 囲 に は 、 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 （ ３ ） の 周 囲 を 着 脱 可  
能 に 包 む 連 結 布 （ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 （ １ ） は 、 素 材 が 異 な る 正 面 （ １ ０ １ ） と 裏 面 （ １ ０ ２ ） と を 有  
し 、
　 前 記 正 面 （ １ ０ １ ） と 前 記 裏 面 （ １ ０ ２ ） の い ず れ も を 上 向 き に 設 け ら れ て お り 、 前 記  
座 布 団 の 上 主 体 部 （ １ ） と 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 （ ３ ） と を 前 記 連 結 布 （ ２ ） で 固 定 さ れ  
る こ と を 特 徴 と す る 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 （ ３ ） の 周 囲 に は 、 前 記 連 結 布 （ ２ ） に 連 結 可 能 な 連 結 部 材 （ ４  
） が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 部 材 （ ４ ） は 面 フ ァ ス ナ ー の フ ッ ク 面 で あ り 、 前 記 連 結 布 （ ２ ） は 両 面 が 面 フ  
ァ ス ナ ー の モ ヘ ア 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 連 結 部 材 （ ４ ） が ジ ッ パ ー 又 は ス ナ ッ プ ボ タ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に  
記 載 の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 連 結 布 （ ２ ） は 、 環 状 構 造 ま た は ス プ リ ッ ト 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
に 記 載 の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 （ １ ） は 、 前 記 正 面 （ １ ０ １ ） が 綿 麻 素 材 で あ り 、 前 記 裏 面 （ １  
０ ２ ） が パ イ ル 素 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 （ ３ ） の 底 部 に は 、 滑 り 止 め 材 （ ６ ） が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 座 布 団 の 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に 、 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 活 品 質 の 向 上 に 伴 い 、 家 庭 用 製 品 に 対 す る 快 適 性 、 機 能 性 と も に 一 層 高 い 要 求 が あ る  
。 従 来 の 家 庭 用 座 布 団 は 、 使 用 者 や 季 節 に よ っ て 、 冬 用 の フ ラ ン ネ ル 生 地 の マ ッ ト と 夏 用  
の 涼 し 生 地 の マ ッ ト に 大 別 さ れ 、 使 用 シ ー ン が 単 一 で あ る 。 １ つ の 座 布 団 が 冬 用 及 び 夏 用  
の い ず れ に も 使 用 で き る 目 的 を 達 成 す る た め に 、 従 来 技 術 も 座 布 団 を 正 反 両 用 に 設 計 し て  
い る が 、 使 用 時 に 座 布 団 の 底 面 が 地 面 と 接 触 す る た め 汚 れ や す く 、 面 倒 な 清 掃 作 業 を も た  
ら し 、 使 い 勝 手 が 悪 く 、 快 適 性 も 低 い と い う 問 題 が あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 従 来 技 術 で 提 出 さ れ た 従 来 の 座 布 団 の 使 用 場 面 が 単 一 で あ り 、 座 布 団 の  
底 面 に 埃 が 汚 染 さ れ る と い う 問 題 を 解 決 す る 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 を 提 出 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 以 下 の よ う に し て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 及 び 座 布 団 の 下 主 体 部 を 備 え 、 前 記 座 布 団  
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の 上 主 体 部 の 周 囲 に は 、 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 の 周 囲 を 着 脱 可 能 に 包 む 連 結 布 が 設 け ら れ  
て お り 、 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 は 、 素 材 が 異 な る 正 面 と 裏 面 と を 有 し 、 前 記 正 面 と 前 記 裏  
面 の い ず れ も を 上 向 き に 設 け ら れ て お り 、 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 と 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部  
と を 前 記 連 結 布 で 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 の 周 囲 に は 、 前 記 連 結 布 に 連 結 可 能 な 連 結 部 材 が 設  
け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 連 結 部 材 は 面 フ ァ ス ナ ー の フ ッ ク 面 で あ り 、 前 記 連 結 布 は 両 面 が 面 フ  
ァ ス ナ ー の モ ヘ ア 面 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 連 結 部 材 が ジ ッ パ ー 又 は ス ナ ッ プ ボ タ ン で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 連 結 布 は 、 環 状 構 造 ま た は ス プ リ ッ ト 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 は 、 前 記 正 面 が 綿 麻 素 材 で あ り 、 前 記 裏 面 が パ イ ル  
素 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 座 布 団 の 下 主 体 部 の 底 部 に は 、 滑 り 止 め 材 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 技 術 案 を 採 用 す る こ と に よ り 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
　 本 考 案 は 、 シ ン プ ル な 構 造 で 使 用 が 簡 便 で 、 季 節 や 個 人 の 好 み に 応 じ て 座 布 団 の 使 用 面  
を 選 択 す る こ と が で き 、 か つ 、 使 用 時 に は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 の 下 方 に 座 布 団 の 下 主 体 部  
が 設 け ら れ て い る た め 、 座 布 団 の 上 主 体 部 の 底 面 が 直 接 床 面 に 接 触 す る こ と を 回 避 し 、 埃  
の 付 着 に よ る 清 掃 の 不 便 を を 防 止 す る こ と が で き 、 二 層 の 座 布 団 の デ ザ イ ン も 座 布 団 全 体  
の 高 さ を 高 く す る こ と が で き 、 よ り 快 適 性 が 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 例 や 従 来 技 術 に 係 る 技 術 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 実 施 例 や 従  
来 技 術 の 説 明 に 用 い る 図 面 を 簡 単 に 紹 介 す る 。 明 ら か に 、 以 下 の 説 明 に お け る 図 面 は 本 考  
案 の 一 部 の 実 施 例 に す ぎ ず 、 当 業 者 で あ れ ば 、 創 造 的 な 努 力 を す る こ と な く こ れ ら の 図 面  
に 基 づ い て 他 の 図 面 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 下 か ら 見 る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 裏 面 の 使 用 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 第 ２ 実 施 例 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 第 ３ 実 施 例 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 第 ４ 実 施 例 の 座 布 団 の 上 主 体 部 の 概 略 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 に お け る 技 術 的 解 決 手 段 は 、 本 考 案 の 実 施 例 に お け る 図 面 を 参 照 し て 以  
下 に 明 確 か つ 完 全 に 説 明 さ れ る 。 な お 、 記 載 さ れ た 各 実 施 形 態 は 、 本 考 案 の 実 施 例 の 一 部  
に 過 ぎ ず 、 す べ て の 実 施 例 で は な い こ と は 明 ら か で あ る 。 創 造 的 な 努 力 な し に 本 考 案 の 実  
施 例 に 基 づ い て 当 業 者 に よ っ て 得 ら れ る 他 の す べ て の 実 施 例 は 、 い ず れ も 本 願 の 保 護 を 求  
め よ う と す る 範 囲 に 属 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ ～ ９ を 参 照 す る と 、 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ 及 び 座 布 団 の 下  
主 体 部 ３ を 備 え 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ 及 び 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ は 、 実 際 の ニ ー ズ に 応 じ て  
異 な る 又 は 同 じ 厚 み が 選 択 さ れ 、 本 例 で は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ 及 び 座 布 団 の 下 主 体 部 ３  
の 厚 み を 共 に ４ ～ ５ ｃ ｍ と す る 。 座 布 団 の 上 主 体 部 の 周 囲 に は 、 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ の 周  
囲 を 着 脱 可 能 に 包 む 連 結 布 ２ が 設 け ら れ て い る 。 座 布 団 の 上 主 体 部 １ は 、 素 材 が 異 な る 正  
面 １ ０ １ と 裏 面 １ ０ ２ と を 有 し 、 正 面 １ ０ １ と 裏 面 １ ０ ２ の い ず れ も を 上 向 き に 設 け ら れ  
て も よ く 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ と 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ と を 連 結 布 ２ で 固 定 す る こ と が で き  
る 。 こ こ で 、 連 結 布 ２ は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ の 周 囲 位 置 に 縫 合 に よ り 連 結 さ れ る こ と に  
よ り 、 連 結 布 ２ が 座 布 団 の 上 主 体 部 １ に 対 し て め く り 上 が り 又 は め く り 下 が り し 易 く 、 す  
な わ ち 連 結 布 ２ の 一 方 の 面 が 外 向 き で も 内 向 き で も 設 け る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 座  
布 団 の 下 主 体 部 ３ に 連 結 布 ２ を 連 結 し た 後 は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ の 正 面 １ ０ １ 及 び 裏 面  
１ ０ ２ を い ず れ も 上 向 き 又 は 下 向 き に し て 、 表 裏 両 用 の 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ の 上 面 と 下 面 と の 間 に は 、 充 填 ス ポ ン ジ 、 綿 、 ポ リ エ ス テ ル  
繊 維 、 メ モ リ 綿 、 ダ ウ ン 、 パ ー ラ イ ト 等 の 素 材 を 充 填 し て も よ く 、 異 な る 場 面 で の 使 用 ニ  
ー ズ に 応 え る た め に 、 上 面 と 下 面 と の 間 を ４ 個 ま た は １ 個 の 円 針 ５ で 連 結 す る こ と で （ 図  
１ 及 び 図 ８ に 示 す ） 、 内 部 に あ る 充 填 物 の 移 動 を あ る 程 度 に 制 限 す る こ と が で き る が 、 円  
針 ５ で 連 結 し な く で も よ い （ 図 ９ に 示 す ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ の 周 囲 に は 、 連 結 布 ２ に 連 結 可 能 な 連 結 部 材 ４ が 設 け  
ら れ て お り 、 連 結 部 材 ４ は 面 フ ァ ス ナ ー の フ ッ ク 面 で あ り 、 連 結 布 ２ は そ の 両 面 が 面 フ ァ  
ス ナ ー の モ ヘ ア 面 で あ り 、 す な わ ち 、 面 フ ァ ス ナ ー の 粘 着 方 式 で 連 結 布 ２ と 座 布 団 の 下 主  
体 部 ３ と を 連 結 す る こ と に よ り 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ と 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ と を 固 定 す る  
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 連 結 構 造 の 他 に 、 別 の 実 施 例 に お い て 、 連 結 材 ４ が ジ ッ パ ー 又 は ス ナ ッ プ ボ タ ン で  
あ っ た り 、 他 の 連 結 布 ２ と の 連 結 方 式 が 可 能 な 態 様 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 前 記 連 結 布 ２ は 、 環 状 構 造 、 す な わ ち 連 結 布 ２ 全 体 が 環 状 の 一 体 構 造 を な  
し て い る が 、 あ る い は ス プ リ ッ ト 構 造 （ 図 ７ に 示 す ） と し 、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ の 構 造 に  
応 じ て 複 数 枚 の ス プ リ ッ ト 構 造 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 具 体 的 に は 、 前 記 座 布 団 の 上 主 体 部 １ は 、 正 面 １ ０ １ が 綿 麻 素 材 で あ り 、 裏 面 １ ０ ２ が  
パ イ ル 素 材 で あ り 、 綿 麻 素 材 は 主 に 夏 季 、 パ イ ル 素 材 は 冬 季 の 使 用 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ の 底 部 に は 、 滑 り 止 め 材 ６ が 設 け ら れ 、 滑 り 止 め 材 ６  
は 、 シ リ カ ゲ ル の 点 付 け の 滑 り 止 め 布 で あ る た め 、 滑 り 止 め の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 分 離 式 の 両 面 用 座 布 団 は 、 座 布 団 の 上 主 体 部 の 周 囲 に あ る 連 結 布 ２ と 座 布 団 の 下 主  
体 部 ３ と を 連 結 し て 包 被 さ れ る こ と に よ り 、 従 来 の 一 層 の 座 布 団 を 二 層 の 座 布 団 に し て 、  
座 布 団 全 体 の 高 さ を 高 く す る こ と が で き 、 使 用 時 の 快 適 性 が 向 上 す る 。 、 ま た 、 座 布 団 の  
上 主 体 部 １ の 下 面 が 直 接 床 面 に 接 触 す る こ と も 回 避 さ れ 、 埃 が 汚 染 さ れ る 問 題 も 回 避 さ れ  
る 。 そ し て 、 現 在 の 連 結 布 ２ の 内 側 面 を 外 側 に め く っ て 座 布 団 の 下 主 体 部 ３ に 連 結 し た 後  
、 座 布 団 の 上 主 体 部 １ の 初 期 の 底 面 を 上 向 き に し て 設 け る こ と に よ り 、 座 布 団 の 上 主 体 部  
１ の 正 面 １ ０ １ と 背 面 １ ０ ２ の い ず れ も 使 用 さ れ る こ と が で き る 目 的 を 達 成 し 、 適 用 範 囲  
が 広 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の 各 実 施 形 態 は 、 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 過 ぎ ず 、 本 考 案 を 限 定 す る こ と を 意  
図 す る も の で は な い 。 さ ら に 、 本 考 案 の 精 神 と 原 則 の 範 囲 内 で 行 わ れ た 修 正 、 同 等 の 置 換  
、 改 善 は 、 本 考 案 の 範 囲 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１       座 布 団 の 上 主 体 部
１ ０ １   正 面
１ ０ ２   裏 面
２       連 結 布
３       座 布 団 の 下 主 体 部
４       連 結 部 材
５       円 針
６       滑 り 止 め 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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